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に

触
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ひ
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9月19日に寺子小学校で行われたグローバルコミュニケーションデー。児
童とALT（外国語指導助手）が交流を行い、互いの文化について学びました
（写真：ビー玉を箸でつまむゲームに取り組む児童とALT）
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９
月
７
・
８
日
に
行
わ
れ
た
塩
原
温
泉
ま
つ
り
。
塩
原
の
６
地
区
（
福
渡
、
塩
釜
、
畑は
た
お
り下

、
門
前
、
古

町
、
中
塩
原
）
が
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
山
車
を
そ
れ
ぞ
れ
製
作
し
、
お
は
や
し

と
と
も
に
温
泉
街
を
練
り
歩
い
た
。

　

温
泉
街
の
繁
栄
な
ど
を
祈
願
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
祭
り
は
、
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年

の
大
正
天
皇
即
位
を
祝
い
、
地
域
住
民
が
人
形
を
載
せ
た
花
屋
台
を
仕
立
て
て
当
時
の
塩
原
御
用
邸
に

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
7
日
午
前
11
時
か
ら
の
出
陣
式
を
皮
切
り
に
、
8
日

の
夜
ま
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
か
け
声
が
響
い
た
。
懸
命
に
山
車
を
引
く
参
加
者
の
熱
気
が
街
の
活
気

を
盛
り
立
て
、
通
り
は
祭
り
を
楽
し
む
人
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

漂
う
熱
気
　
響
く
か
け
声

　
祭
り
の
鼓
動
が
山
車
に
命
を
吹
き
込
む

１古町地区の山車（閻
え ん ま

魔大王）　２塩釜地区
の山車（アナと雪の女王　オラフ）　３夜に
なっても温泉街は多くの人でにぎわった　
４中塩原地区の山車（妖怪ウォッチ　ジバ
ニャンとウィスパー）

２

1
34

塩
原
温
泉
ま
つ
り
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５福渡地区の山車（とちまるくん）　６畑下地区の山車（ワンピー
ス　ゾロ）　７太鼓の響演で特訓の成果を披露　８おはやしの音
が温泉街に鳴り響く　９引き手を陰から支える力強さが見えた
　10 早く一人前になるために　11 昔ながらの屋台も数多く立
ち並んだ　12 祭りの雰囲気ににっこり　13 山車を引きながら
思わず笑みがこぼれる　14 子どもも高齢者も一つになって　15
いっぱい歩いて一休み　16 終着点を目指して懸命に山車を引く
若者たち　17 門前地区の山車（くまモン）
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　那珂川の自然と環境を守り、隣接する市水生植物園
内をホタルの名所とするため、さまざまな活動を行っ
ています。
　本年度は、園内を流れる小川（ホタル川）の草刈り
やごみ拾い、ホタルの幼虫や餌となるカワニナの放
流、天敵の駆除などを実施し、ホタルが繁殖するため
の環境づくりを進めています。
　また、7月 6 日には同所で「ホタルの夕べ」と題し
たイベントを開催し、ホタルの鑑賞会を行いました。
多くの子どもたちが参加し、ホタルが生育する環境に
ついて説明を聞き、自然環境保護の大切さを学んでい
ました。
　これらの取り組みにより、園内の環境保全が図られ
るとともに、ホタルが飛び交う市民の憩いの場となる
ことが期待されます。

市民が実践するまちづくり
～ 15 団体が市民提案型協働のまちづくり支援事業を活用～

「市水生植物園内ホタルの名所造り」
　昨年度は本事業により、旧国道 400 号に隣接するの
り面へのミツバツツジやヤマツツジの植栽やゆっくり
センター跡地内へのシダレザクラの植栽を実施しまし
た。
　2年目となる本年度は、この植栽活動を継続するとと
もに、既設石灯籠へのイルミネーション設置、シダレ
ザクラ付近への縁台（ベンチ）の設置を行うこととし
ています。
　これらは、塩原十一湯の一つである塩釜地区の景観
形成を図るとともに、同地区を訪れる観光客や地域住
民が季節を感じることのできる憩いの場とすることを
目的として実施しています。
　地域住民主体による景観づくりの取り組みが、景観
の輪となり他地域へ広がっていくことが期待されます。

「花木植栽事業」

実施団体：那珂川の自然と渓流魚を守る会 実施団体：塩
しおわき

湧会

　市では、自治会やコミュニティ、ＮＰＯ法人、ボラ
ンティア、企業などの市民活動団体の皆さんが企画・
提案し実践する公益性の高いまちづくり活動に対して、
活動費の一部を補助する「市民提案型協働のまちづく
り支援事業」を行っています。これは、市のまちづく
りの基本理念の一つである「市民との協働によるまち
づくり」を推進するため、平成 24 年度から実施してい
るもので、26 年度は 15 の団体がこの事業を活用し、ま
ちづくり活動に励んでいます。
　今回は、市民自らの熱意と創意工夫にあふれる活動
を一部紹介します。

←東那須野公園のスイセン
東那須野地区車座談議運営委員会のほか、地元の婦人会やスポーツ少
年団などにより毎年スイセンの植栽が行われています。見ごろの 4月
には、約 11万 5千本が咲き誇る花の名所になっています。

問い合わせ　本市民協働推進課　☎0287（62）7151
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　日本の伝統文化・芸能に触れることで、地域の文
化の活性化を図ることを目的に、7月 4 日、黒磯文
化会館小ホールにおいてセミナーを開催しました。
　三味線や鼓、笛、太鼓などの伝統楽器の紹介やそ
れらの楽器に直接触れることができる体験コーナー
を設けたほか、日本舞踊や長唄の披露、とび（江戸
時代の消防士）の文化に関する講話、はんてんの展
示などを行いました。
　日常では直接触れる機会の少ない伝統文化の説明
に、参加者は興味深く聴き入り、理解を深めていま
した。
　国際化が進行する中、これらの事業は、自国の伝
統文化を正しく理解し発信できる人材の育成につな
がることが期待されます。

「日本伝統芸能セミナー　　　　
　　　～ワークショップと講話～」

実施団体：グローバルカルチャー那須

　自治会として「地域愛・郷土愛」の定着と醸成に向け継
続して取り組む中、本年度は本事業を活用し、自然環境の
保護や環境美化といった視点を取り入れた事業を実施して
います。
　具体的には、「わたしの好きな西三島写真コンテスト」と
題した残し伝えたい風景写真の募集、班ごとに採点を行う
「ゴミステーション美化コンテスト」、「資源保護標語募集」
などの取り組みを実施し、入選作品は地区のイベントなど
で展示し、その後の啓発活動に活用する予定です。8月 24
日の西三島公民館まつりには多くの住民が訪れ、写真コン
テストの応募作品を見て地域のさまざまな風景を再発見し
ていました。
　郷土愛の醸成や環境美化意識の向上といった直接的な効
果の他に、住民が地域への関心を持つことで、地域づくり
の担い手が育成されるなど幅広い波及効果が考えられます。

「環境と調和するまち～スマートタウン西三島～」

実施団体：西三島自治会

団体名 事業名 概要 区分

特定非営利活動法人なす食育塾 農業体験塾「元気のらクラブ」 農業グループや若者支援団体との協働により、子どもと若者対象
の農業体験塾を実施します 継続

紙ふうせんにほんご学習会 紙ふうせん親子にほんご教室 親子にほんご教室を運営し、日本語の学習支援や日本文化体験活
動を実施します 継続

大山地区車座談議運営委員会 いきいきふるさとづくり（文教
と友愛の郷）

ホタルを守る環境づくり、地区内の希少な桜「エドヒガン」を地
域の憩いの場として保存する活動、世代間交流としての安全パト
ロールを実施し、特色ある地域づくりを行います

新規

とちぎつばさの会那須塩原支部 次世代を担う幼児・児童・生徒
の健全育成支援

幼稚園や学童保育園での読み聞かせや小学校への人権教育支援、
養護施設への支援や理解を深めるための講演会の開催など、幼児・
児童の健全育成活動や地域社会への啓発活動を行います

新規

黒磯チェンバーアンサンブル 第２回夏休み子ども音楽祭 in 那
須塩原

子どもたちが楽器と触れ合い、音楽に感動し、音楽の楽しさを味
わえる音楽祭を開催します 新規

那須ハーモニーシニアライオン
ズクラブ

映画「はちみつ色のユン」上映
と講話・ワークショップ

地域社会や大人が、子どもたちが抱える問題への理解を深め、役
割を考える機会とするための映画会と講話を実施します 継続

金
かねざわなかろうにゃく
沢中老若ひめ隊 地域に残る伝統料理の継承

地域の伝統料理である「のっぺい」を広くＰＲし、次世代に継承
するため、地域住民による試作会・会食の実施やイベントでの無
料配布を行います

新規

黒磯駅前活性化委員会 黒磯駅前周辺地域商業サービス
向上事業

高齢者が暮らしやすい環境づくりのため、見守りを兼ねたモーハ
イ事業（御用聞きサービス）を実施します 継続

東那須野地区車座談議運営委員
会

東那須野公園スイセン等植栽事
業

地域にある東那須野公園を美しく親しまれる公園とし、多くの地
域住民の触れ合いの場所とするため、スイセンの植栽を行います 新規

那須こども自然塾（みちくさの
会）

花いっぱい運動（旧那須塩原警
察署交差点の歩道美化清掃） 遊休地に花を植栽し、花畑に再生する景観整備活動を行います 継続

わんぱく戦隊なしおレンジャー 元気いっぱい笑顔いっぱい運動 子どもの元気や笑顔、イベントや地域の活性化につなげるため、「な
しおレンジャー」として各種イベントに参加します 新規

■その他の11団体の活動

※区分は、初めて事業を活用する場合を「新規」、事業を活用するのが２回目以降の場合を「継続」としています。
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土砂災害に対する備えを！
　8 月に広島市で発生した大規模な土砂災害により甚大な被害が発生しました。これを受け、住民の防災意識・
危機意識の向上のため、市民の皆さんに土砂災害警戒区域、避難場所、防災気象情報や避難勧告などの伝達・確
認方法などについて、あらためてお知らせします。
　なお、市内には 139 カ所の土砂災害警戒区域があります。場所などの詳細な情報を掲載した土砂災害ハザード
マップを市ホームページに掲載していますので、確認してください。
　また、土砂災害警戒区域該当地区には、10 月中に土砂災害ハザードマップを自治会を通じて各戸に配布します。

問い合わせ　本総務課　☎ 0287(62)7111

■土砂災害警戒区域や避難場所の位置

○地上デジタル放送対応テレビでのデータ放送
〈視聴方法〉
①チャンネルをとちぎテレビに合わせ、リモコン
の〔ｄ〕ボタンを押す
②リモコンの矢印ボタン〔▲▼〕で「防災 / 防犯
情報」に枠を移動させ、〔決定〕ボタンを押す
③画面が変わり「防災 / 防犯情報」の一覧が表示
されるので、見たい記事を矢印ボタン〔▲▼〕で
選び、〔決定〕ボタンを押す

○みるメール（市メール配信サービス）
　個人の携帯電話などに次の設定をすることで、
防災気象情報の配信が受けられます。瞬時に情報
を受信できるため、最も有効な情報入手手段です。

〈登録方法〉
①携帯電話のメール機能で

「t-nasushiobara@sg-m.jp」
宛てに空メールを送信
※ QR コード対応機種であ
れば、QR コードを読み取
ってアクセスしてください。　　
②「登録案内メール」に記載されたアドレスから

「登録ページ」にアクセスする
③利用規約を読み、同意の上、利用者登録を行う

○電話応答システム
　市内の雨量、河川水位情報などが入手できます。
　・黒磯地区情報　☎ 0287（62）8891
　・塩原地区情報　☎ 0287（23）7452

○宇都宮地方気象台ホームページ
　気象の警報・注意報や気象レーダーなどを確認
できます。

（http://www.jma-net.go.jp/utsunomiya/index.
html）

○とちぎリアルタイム雨量河川水位観測情報
　雨量情報のほか、河川水位情報、洪水予報情報
なども県ホームページで確認できます。

（http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/）

②土砂災害警戒情報
　大雨による土砂災害発生の危険度が高まったと
きに発表される土砂災害警戒情報は、テレビやラ
ジオ、県の「とちぎ土砂災害警戒情報」のホームペー
ジなどで確認できます。

（http://www.dif.pref.tochigi.lg.jp/dosya_keikai/）

③避難勧告など
　避難勧告などを発令したときには、みるメール、
防災行政無線、広報車などによる呼びかけやテレ
ビ報道などで市民の皆さんにお知らせします。

■防災気象情報や避難勧告などの伝達・確認方法

○土砂災害ハザードマップ
　土砂災害が発生したときに被害が発生する恐れが
ある区域（土砂災害警戒区域）や避難場所について、
市ホームページで確認することができます。
　まずは、台風や大雨に備えて、住んでいる所が土
砂災害警戒区域にあるのか、避難場所はどこなのか、
確認しましょう。

（http://www.city.nasushiobara.lg.jp/18/40/007308.
html）

①防災気象情報
　防災気象情報は、みるメールや地上デジタル放送対応テレビ、次のホームページなどで確認することがで
きます。雨が降り始めたときには、この防災気象情報を活用してください。

○とちぎ土砂災害危険箇所マップ
 　土砂災害警戒区域をより詳細に確認したい場合
は、 県ホームページを確認してください。

（http://www.dgis.pref.tochigi.lg.jp/map/login.
aspx）
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 今月のテーマ

　

新
聞
広
告
を
見
て
健
康
食
品
を

電
話
で
注
文
し
た
。
数
日
後
、
代

引
き
で
届
き
、
代
金
を
支
払
っ
て

商
品
を
受
け
取
っ
た
。

　

１
カ
月
後
に
同
じ
商
品
が
届
い

た
が
、
請
求
書
も
な
か
っ
た
の
で

無
料
だ
と
思
い
、
飲
ん
で
し
ま
っ

た
。

　

さ
ら
に
１
カ
月
後
、
６
千
円
の

振
込
用
紙
と
と
も
に
ま
た
健
康
食

品
が
送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
驚
い

て
業
者
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
定

期
購
入
に
な
っ
て
い
る
。
期
日
ま

で
に
断
り
の
電
話
が
な
か
っ
た
の

で
送
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
定
期

購
入
を
申
し
込
ん
だ
覚
え
は
な

い
。

　

通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
１

回
限
り
の
購
入
だ
と
思
っ
て
申
し

込
ん
で
も
、
定
期
的
に
商
品
を
購

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

通
信
販
売
を
利
用
す
る
際
は
、

商
品
の
特
徴
や
価
格
だ
け
で
な

く
、
購
入
や
返
品
の
条
件
、
送
ら

れ
て
き
た
商
品
に
同
封
さ
れ
た
書

類
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

通
信
販
売
（
広
告
を
見
て
か
ら

自
分
で
ハ
ガ
キ
や
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
申
し
込
む
取

引
）
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

通
信
販
売
業
者
が
、
広
告
に
返
品

を
認
め
な
い
と
表
示
し
て
い
る
場

合
に
は
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
広
告
に
返
品
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
い
場
合
に
は
、
商

品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
は
契
約
を
解

除
し
て
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
返
品
の
送
料
は
購

入
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「いつの間にか定期購入に
なっていた」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

対
策

事
例

　土砂災害警戒区域内やがけ下、渓流沿いなどに住ん
でいる人は、大雨の際や土砂災害警戒情報が発表され
た際には、早めに安全な場所に避難しましょう。特に、
次のような土砂災害の前兆現象を見かけたら、すぐに
避難することを心がけてください。
　また、夜間に大雨が予想される際には、暗くなる前

に避難するとより安全です。
　なお、豪雨などで避難場所への避難が困難な場合に
は、近くの頑丈な建物の 2 階以上に緊急避難したり、
さらに困難な場合には、家の中のがけから離れた部屋
や 2 階などの少しでも安全な場所に移動しましょう。

■とちぎテレビ、栃木放送で避難勧告など緊急を要する災害情報をお知らせします
　災害時などにおける避難勧告など、緊急を要する災
害情報を身近なテレビやラジオを通じ、市民の皆さん
にお知らせすることを目的に、とちぎテレビ、栃木放
送と報道要請に関する協定を締結しました。

　災害が発生する恐れがある場合などは、とちぎテレ
ビや栃木放送（ＡＭラジオ）で災害情報をお知らせし
ます。

■市民の皆さんがとるべき避難行動



平成26年10月5日号 8

 問い合わせ　那須野巻狩まつり実行委員会事務局（　 商工観光課内）　☎ 0287（62）7154

2014年 那須野巻狩まつり
◆ 1 日目◆
那須野巻狩大将鍋出陣式
と　き　10 月 25 日㈯午前 9 時 30 分～午後 3 時
ところ　那須塩原駅西口駅前広場
内　容　大将鍋出陣式、巻狩鍋（１杯 200 円）、
　　　　みこしパレード、黒磯巻狩太鼓、巻狩  
            踊り、ステージ公演 ほか

◆ 2 日目◆
那須野巻狩まつり
と　き　10 月 26 日㈰午前 8 時 45 分～午後３時
ところ　那珂川河畔運動公園
内　容　巻狩鍋火入れ式、巻狩鍋（10 種類、１
            杯 200 円）、太鼓の響演〔黒磯巻狩太鼓、
　　　　倭

わ た り

多里道の会（宮城県亘
わ た り

理町）〕、巻狩
　　　　踊り大会、巻狩ショー、流

や ぶ さ め
鏑馬、ダン

　　　　スフェスティバル、文化協会ステージ、
　　　　苗木配布、ひたちなか市物産コーナー、
　　　　物産・企業フェア、子ども広場、フリー
　　　　マーケットほか

※例年会場周辺の駐車場は大変混み合います。黒磯文化会館などの駐車場を利用して
ください。

26 日㈰は無料シャト
ルバスを運行します！
運 行 時 刻 は 10 月 20
日㈪の新聞折り込みチ
ラシで確認してくださ
い。

2 日目（26 日）
会場案内図

会 

場

通行止

交
通
規
制

車は指定の駐車場に

P JA なすの本店

P
会場駐車場

P：駐車場



　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎
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※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。
塩

水
道
料
金
の
軽
減
率
が

　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

浄
化
槽
補
助
金
制
度
を

　

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
21
年

度
に
料
金
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
旧
料
金
と
比
較
し
て
新

料
金
が
高
い
場
合
に
、
一
定
の
割

合
を
軽
減
す
る
措
置
を
設
け
ま
し

た
。
2
年
ご
と
に
3
回
（
計
6
年

間
）
に
わ
た
っ
て
段
階
的
な
軽
減

措
置
を
適
用
し
て
お
り
、
今
回
、

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

12
月
検
針
分
の
料
金
か

ら▼
軽
減
率　

25
％（
変
更
前
50
％
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

西
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
０

　

市
で
は
、
生
活
排
水
を
処
理
す

る
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
家
の
新
築
（
別
荘
な

ど
は
除
く
）
や
、
く
み
取
り
ま
た

は
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽

に
替
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
要
件
を
満

  

お
知
ら
せ

○公益財団法人震災復興支援放射能対策研究所
　（ ひ ら た 中 央 病 院 内 ）　　　　　　　　

測定核種 年　齢 検出限界値
未満

300 ～
（Bq/body）

セシウム
134

0 ～ 2 歳　 4 人　 0 人
3 ～ 6 歳　 130 人　 0 人

7 ～ 12 歳　   206 人　 0 人
13 ～ 15 歳　 41 人　 0 人
16 ～ 18 歳　 14 人　 0 人

19 歳以上　 466 人　 0 人
合　計　 861 人　 0 人

セシウム
137

0 ～ 2 歳　 4 人　 0 人
3 ～ 6 歳　 130 人　 0 人

7 ～ 12 歳　   206 人　 0 人
13 ～ 15 歳　 41 人　 0 人
16 ～ 18 歳　 14 人　 0 人

19 歳以上　 466 人　 0 人
合　計　 861 人　 0 人

ホールボディカウンタによる放射線内部被ばく検査結果
　市では、平成 24 年 10 月から市民の放射線に対する不安軽減を目的として、ホールボディカウンタによ
る放射線内部被ばく量の検査を実施するとともに、検査費用の一部を助成しています。
　検査結果は、平成 24 年 10 月から 26 年 7 月末までの検査の際、公表に同意した受検者の人数です。なお、
全員検出限界値未満でした。

※検出限界値はともに 300Bq/kg です。
※年齢は検査日時点の年齢です。
※那須町保健センターは、3 歳からが検査対象です。
◆ホールボディカウンタ検査、母乳および尿の放射性物質検査の申し込みを受け付けています。詳しくは
問い合わせてください。

申し込み・問い合わせ　健康増進課（黒磯保健センター）　☎（63）1100

○ 那 須 町 保 健 セ ン タ ー
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

測定核種 年　齢 検出限界値
未満

300 ～
（Bq/body）

セシウム
134

3 ～ 6 歳　 30 人　 0 人

7 ～ 12 歳　   33 人　 0 人

13 ～ 15 歳　 5 人　 0 人

16 ～ 18 歳　 4 人　 0 人

19 歳以上　 71 人　 0 人

合　計　 143 人　 0 人

セシウム
137

3 ～ 6 歳　 30 人　 0 人

7 ～ 12 歳　   33 人　 0 人

13 ～ 15 歳　 5 人　 0 人

16 ～ 18 歳　 4 人　 0 人

19 歳以上　 71 人　 0 人

合　計　 143 人　 0 人

た
す
こ
と

①
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
を

除
く
地
域
に
設
置
す
る
も
の

②
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
処
理
能
力

10
人
以
下
の
浄
化
槽

③
申
請
日
時
点
で
浄
化
槽
本
体
工

事
が
未
着
工
で
あ
り
、
来
年
3
月

31
日
ま
で
に
事
業
が
完
了
す
る
も

の※
申
請
を
す
る
際
、
す
で
に
工
事

が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
や
設
置
完

了
し
て
い
る
浄
化
槽
は
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

④
設
置
場
所
に
住
所
を
置
き
、
継

続
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
人

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
補
助
金
額

○
5
人
槽
（
１
３
０
㎡
以
下
）
…

33
万
２
千
円

○
7
人
槽（
１
３
０
㎡
を
超
え
る
）

…
41
万
４
千
円

○
10
人
槽
（
2
世
帯
住
宅
）
…

54
万
８
千
円

※
住
宅
床
面
積
に
よ
っ
て
補
助
金

額
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

本
年
度
分
の
申
し
込

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

※
補
助
の
基
数
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
補
助
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
１
０
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　問い合わせ　　社会福祉課  ☎（62）7026　　市民福祉課  ☎（37）6231　　総務福祉課  ☎（32）2912

脳
ド
ッ
ク

○
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
（
宇

都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１
）

日
帰
り
ド
ッ
ク

▼
助
成
額

○
一
泊
ド
ッ
ク
…
３
万
２
４
０
０

円○
日
帰
り
ド
ッ
ク
…
１
万
９
４
４

０
円

○
脳
ド
ッ
ク
…
１
万
９
４
４
０
円

※
自
己
負
担
の
額
は
、
検
診
機
関

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
実
施
期
限　

来
年
3
月
31
日
㈫

▼
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
本
国
保
年

金
課
、
西
市
民
福
祉
課
、
塩
総
務

福
祉
課
、
箒
根
出
張
所
の
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

来
年
2
月
27
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

塩

塩

塩

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
国
民
健
康
保
険
が
助
成

し
ま
す

　

被
保
険
者
の
病
気
の
早
期
発

見
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象　

納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
30
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

※
40
歳
以
上
の
人
で
、
本
年
度
、

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
は

対
象
外
で
す
。

▼
検
診
機
関
・
種
別

○
菅
間
記
念
病
院

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク　

○
那
須
脳
神
経
外
科
病
院

脳
ド
ッ
ク

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク

○
那
須
中
央
病
院
（
大
田
原
市
下

石
上
１
４
５
３
）

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク　

○
那
須
赤
十
字
病
院
（
大
田
原
市

中
田
原
１
０
８
１
‐
４
）

日
帰
り
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

（
矢
板
市
富
田
77
）

一
泊
ド
ッ
ク
・
日
帰
り
ド
ッ
ク
・

手当名 受給資格の条件 手当額 申請時持参するもの

特別児童扶
養手当
（※1）

心身に障害のある 20歳未満の児童を監護している父母、または養育者
（父母が監護しない場合）
○身体障害者手帳１級および２・３級の一部の児童（内部障害は診断書
による）
○療育手帳Ａ１・Ａ２の児童
○上記と同程度の障害があると認められた児童
注…児童が障害を支給事由とする年金の受給や施設に入所している場合を除く。

月額
49,900円
（※2）

○身体障害者手帳、療育
　手帳または指定様式の
　診断書
○印かん
○請求者名義の預金通帳
○戸籍謄本 1通
　（請求者および児童の
　記載のあるもの）
○住民票謄本 1通

心身に障害のある 20歳未満の児童を監護している父母、または養育者
（父母が監護しない場合）
○身体障害者手帳３・４級の一部の児童（内部障害、視野障害は診断書
による）
○療育手帳Ｂ１の児童（診断書により判定）
○上記と同程度の障害があると認められた児童
注…児童が障害を支給事由とする年金の受給や施設に入所している場合を除く。

月額
33,230円
（※2）

特別障害者
手当（※1）

精神または身体に著しく重度の障害が重複するなどのため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする状態にある 20歳以上の人
注…施設入所中および継続して３カ月を超えて入院中の場合を除く。

月額
26,000円
（※2）

○身体障害者手帳、療育
　手帳または指定様式の
　診断書
○印かん
○請求者名義の預金通帳

障害児福祉
手当（※1）

精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介護
を必要とする状態にある 20歳未満の人
注…施設入所中の場合を除く。

月額
14,140円
（※2）

重度心身障
害者福祉手
当

市内に住所がある人で、次の要件を満たす 20歳未満の児童を養育して
いる人
○重度の知的障害児（療育手帳Ａ１、Ａ２）または重度の身体障害児（身
　体障害者手帳１、２級）
○上記のうち、障害児福祉手当を受けていない児童

月額
8,000円

○身体障害者手帳または
　療育手帳
○印かん
○請求者名義の預金通帳

※1：受給に所得制限がある手当。　※2：平成26年4月から手当額が改定されたもの。

障害がある人のための手当　
　障害がある人のために、次のような手当があります。受給資格の条件で該当になる人のうち、まだ手続きをし
ていない人は問い合わせてください。

ご存じですか？
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

食品の放射性物質簡易検査結果（平成 26 年 8 月分）
　8 月に実施した 56 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イノシシ肉 1 65.1 65.1 1

梅酢 2 不検出 92.3 1 1

ウメボシ 1 171.0 171.0 1

カボチャ 3 不検出 11.3 2 1

キュウリ 2 不検出 4.3 1 1

クマ肉 3 85.8 307.6 1 2

玄米 2 不検出 不検出 2

ゴーヤ 1 9.1 9.1 1

サツマイモ 1 不検出 不検出 1

自家製ハチミツ 1 9.9 9.9 1

シソ 1 不検出 不検出 1

ジャガイモ 1 不検出 不検出 1

タマネギ 1 不検出 不検出 1

チチタケ 3 41.8 151.1 2 1

トウモロコシ 1 不検出 不検出 1

トマト 1 6.3 6.3 1

ナス 1 不検出 不検出 1

白米 1 不検出 不検出 1

ガーデンハックル
ベリー 1 不検出 不検出 1

ブドウ 1 不検出 不検出 1

ブルーベリー 18 不検出 52.8 12 5 1

ブルーベリー・イチ
ジク ( 複合品 ) 1 8.7 8.7 1

ミニトマト 1 10.3 10.3 1

ミョウガ 3 不検出 11.4 2 1

メロン 1 不検出 不検出 1

モモ 1 不検出 不検出 1

ラズベリー 1 不検出 不検出 1

ラズベリーブラック 1 不検出 不検出 1
合計 56 ― ― 33 15 4 4

※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。
【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　本生活課　☎（62）7126
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10
月
1
日
付
け
で
、
下し

も
や
ま山
綱つ

な
き
ち吉

氏
が
、
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
に
は
13
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
り
、
相
談
業
務
、
各

学
校
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、
人

権
作
文
の
審
査
な
ど
、
人
権
擁
護

の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
人
権
相
談
」
の
開
設
日
時
、

場
所
は
、広
報
な
す
し
お
ば
ら（
毎

月
20
日
号
）
の
相
談
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
５

　

県
大
田
原
土
木
事
務
所
で
は
、

一
級
河
川
で
あ
る
熊
川
の
改
修
工

事
に
伴
い
、
学
校
橋
の
架
け
替
え

工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
仮
設
の
歩
道

を
設
置
し
、
車
両
は
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間　

来
年
秋
ご
ろ
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
大
田
原
土
木
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
６
５
４
５

　

本
道
路
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
６
６

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

◆
老
齢
基
礎
年
金
と
は

　

65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
年
金
の

こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原

則
と
し
て
25
年
以
上
あ
る
人
が
対

象
で
す
。
20
～
60
歳
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
納
付
済
期
間
や
免
除
期
間
が
25

年
に
満
た
な
い
場
合

　

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
に
限
り
、
70
歳
に
な
る

ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る

こ
と
で
納
付
済
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合

　

60
～
65
歳
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
、
満
額
に
し
た
り
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
人
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
１

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

塩

平成 26 年産米の放射性物質検査結果

　県は、平成 26 年産米に対する放射性物質の影響を確認す
るため、県全域で米の放射性物質モニタリング検査を実施し
ています。本年度も本市において採取した玄米について検査
を実施した結果、放射性物質は検出されませんでした。
　26 年産米の安全性が確認されましたので、消費者の皆さ
んには安心して那須塩原市産のお米をお求めいただき、ぜひ
市の農業を応援してください。

問い合わせ　本農務畜産課　☎（62）7147

検査区域 検査点数
放射性セシウム（Bq ／ kg）

出荷の可否
判定 セシウム合計 セシウム 134 セシウム 137

那須塩原市 ３ 適合 検出せず 検出せず
（＜ 3.6 ～ 4.5）

検出せず
（＜ 3.7 ～ 4.8） 出荷可能

基準値（一般食品） 100

※（　）の数値は検出限界値で、「検出せず」は、検出限界値未満であることを示しています。

【市内の検査結果】

人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

下山氏

橋
の
架
け
替
え
工
事
を

　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

10 月の納税
10 月 31 日㈮が

納期限です

～納税は便利な口座振替で～

　●市県民税　第 3 期
　●国民健康保険税　第 4 期
　●後期高齢者医療保険料　第 4 期

大原間小

衣料品店

スーパー

那
須
塩
原
駅 国

道
4
号

警察署

熊川
通行止め箇所

銀行

コンビニ

タイヤ
メーカー
工場
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、「
登

録
」
と
年
に
一
度
の
「
狂
犬
病
予

防
注
射
」
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
犬
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
の
所
有
者
は
、
市
へ
の
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
犬
の
死
亡
、
転
入
、
転

居
、
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

市
で
は
、
毎
年
4
月
か
ら
5
月

に
か
け
て
集
合
注
射
を
行
っ
て
い

ま
す
。
犬
を
登
録
し
て
い
る
人
に

は
案
内
の
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

集
合
注
射
と
は
別
に
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
で
も
予
防
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
（
６
８
４
）
５
４
５
８

　

本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
２

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
３
９

  

募
集

県
青
少
年
健
全
育
成

　
　

審
議
会
の
委
員
募
集

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

基
本
方
針
や
重
要
事
項
を
調
査
・

審
議
す
る
審
議
会
の
委
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
人

②
青
少
年
に
関
す
る
活
動
や
研
究

な
ど
に
実
績
が
あ
る
人

③
年
2
回
程
度
開
催
さ
れ
る
審
議

会
に
出
席
し
、
積
極
的
な
発
言
が

で
き
る
人

※
公
務
員
や
県
の
他
の
審
議
会
・

協
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い

る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
任
期　

平
成
27
年
1
月
1
日
～

28
年
12
月
31
日

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
応
募
期
限　

10
月
31
日
㈮

▼
そ
の
他

・
会
議
に
出
席
し
た
場
合
に
、
規

定
の
報
酬
、
旅
費
を
支
払
い
ま
す

・
委
員
に
決
定
し
た
人
に
つ
い
て

は
、
氏
名
な
ど
を
公
表
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
０
７
６

塩 犬
は
正
し
く

　
　
　
　

飼
い
ま
し
ょ
う

確
認
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　

最
低
賃
金

　

10
月
1
日
か
ら
栃
木
県
の
最
低

賃
金
が
時
間
額
７
３
３
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県

内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
８
（
６
３
４
）
９
１
０
９

自
動
交
付
機
が
一
時
的
に

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
時
的
に
停

止
す
る
た
め
、
本
庁
舎
と
西
那
須

野
庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
自
動
交

付
機
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

▼
と
き　

10
月
31
日
㈮
午
後
7
時

～
9
時
、
11
月
1
日
㈯
午
前
8
時

30
分
～
午
後
9
時

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
２

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
２

県
育
英
会
奨
学
生
・
学
生

寮
入
寮
者
募
集

　

県
育
英
会
で
は
、
平
成
27
年
度

に
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
に
進
学

予
定
の
人
を
対
象
に
、
月
額
貸
与

奨
学
生
、
入
学
一
時
金
奨
学
生
、

東
京
学
生
寮
入
寮
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

中
学
校
、
高
等
学

校
、
教
育
委
員
会
に
あ
る
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み

▼
応
募
期
限　

11
月
14
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
育
英
会
事
務
局

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
４
５
９

※
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の
貸

付
原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
那
須
地
区
青
少
年

健
全
育
成
研
修
会

～
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
を
守
る

　

今
、
保
護
者
が
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
～

　

子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
守
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
情
報

機
器
の
利
便
性
と
危
険
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
学
校
や
家
庭
で

の
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
話

  

研
修
・
教
室
・
講
座

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

10
月
16
日
㈭
午
後
1
時

30
分
～
3
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
町
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
（
那
須
町
寺
子
乙

２
５
６
７
‐
10
）

▼
定
員　

千
人

※
事
前
の
申
し
込
み
不
要
。

▼
講
師　

山
田
浩
一
氏
（
ピ
ッ
ト

ク
ル
ー
株
式
会
社
東
京
業
務
課

C
S
R
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）　

▼
問
い
合
わ
せ　

　

那
須
地
区
青
少
年
育
成
推
進
連

　

絡
協
議
会
（
県
北
健
康
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
２
１
７
２

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
９
２
５

 　 那須塩原のホットな情報を
　　   いち早くお届けしている番組

 
   RADIO BERRY ー 76.4FM
   毎週土曜 午前 7 時 30 分～ 7 時 55 分

   問い合わせ
　   　商工観光課　☎（62）7130
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ア
リ
ス
と
シ
ネ
マ

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
本
市
に
国
際
交

流
員
と
し
て
来
て
い
る
ア
リ
ス

パ
ッ
キ
エ
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ス
映
画

を
観
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
文
化
の

違
い
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫
、

12
月
2
日
㈫
・
9
日
㈫
・
16
日
㈫

午
後
7
時
～
9
時
30
分（
全
5
回
）

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

10
月
15
日
㈬
～
31

日
㈮

※
月
曜
と
祝
日
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
５

市
民
大
学
講
座

〈
歴
史
散
歩
（
秋
期
）〉

　

戊
辰
戦
争
の
舞
台
に
な
っ
た
三

斗
小
屋
宿
跡
を
実
際
に
訪
ね
、
三

斗
小
屋
で
の
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
1
日
㈯
午
前
7
時

30
分
～
午
後
4
時
（
午
前
7
時
30

分
に
市
役
所
本
庁
舎
集
合
）　

▼
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
健
康

に
不
安
が
な
い
人

▼
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容　

峠
の
茶
屋
か
ら
峰
の
茶

屋
、
三
斗
小
屋
を
経
由
し
、
深
山

ダ
ム
方
面
を
歩
き
ま
す

▼
参
加
費　

30
円（
傷
害
保
険
料
）

▼
申
込
期
限　

10
月
23
日
㈭

〈
か
ん
た
ん
和
食
で
手
軽
に
お
せ

ち
教
室
〉

▼
と
き　

12
月
7
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
0
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

12
人

▼
講
師　

荻
原
正
明
氏
（
割
烹
旅

館
「
湯
の
花
荘
」
料
理
長
）

▼
参
加
費　

２
５
０
０
円
（
材
料

費
）

▼
申
込
開
始
日　

10
月
21
日
㈫
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　

こ
れ
か
ら
の
マ
ラ
ソ
ン
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
大
会
な
ど
に
出
場

し
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

10
月
21
日
か
ら
11
月
21

日
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
午
後
6

時
30
分
～
8
時
（
全
8
回
）

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
屋

外
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

市
民
・
市
内
勤
務
者（
小

学
生
以
上
）

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
参
加
費

○
高
校
生
以
上　

２
４
０
０
円

○
小
・
中
学
生　

１
６
０
０
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
20
日
㈪

▼
そ
の
他　

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
適
し

た
服
装
で
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

く
ろ
い
そ
運
動
場

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
３

〈
共
通
事
項
〉

▼
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、
西
生

涯
学
習
課
に
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
３
６
４

　
　
　
　
　

FAX
（
37
）
５
４
７
９

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
、
地
熱

発
電
や
温
泉
発
電
導
入
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
温
泉
発
電
事
業
を
始
め
る
た

め
の
知
識
を
集
中
的
に
得
ら
れ
る

内
容
で
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
㈭
、
12
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ
レ
ス

石
山
（
本
町
5
‐
5
）

▼
対
象　

温
泉
事
業
者
、
地
熱
発

電
や
温
泉
発
電
に
興
味
が
あ
る
人

▼
定
員　

60
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

み▼
申
し
込
み

　

株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー

FAX
０
３
（
４
３
３
４
）
８
１
７
１

▼
申
込
期
限　

12
月
4
日
㈭

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
そ
の
他　

セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
用

紙
は
本
環
境
管
理
課
で
配
布
し
て

い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
３

栃
木
県
温
泉
発
電

　
　

導
入
促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
い

毎
日
の
中
、
手
軽
な
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
を

食
べ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
「
食
」
の
大
切
さ
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
手
の
込

ん
だ
料
理
を
作
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
牛

乳
を
使
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
簡
単
に
つ
く
る
コ
ツ
を
教

え
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
17
日
㈪
午
前
10
時

～
午
後
2
時

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容　

食
に
関
す
る
講
話
、
調

理
実
習

▼
講
師　

市
消
費
生
活
推
進
連
絡

会
会
員

▼
参
加
費　

５
０
０
円
程
度
（
材

料
費
）

▼
申
込
期
間　

10
月
20
日
㈪
～
11

月
4
日
㈫

▼
そ
の
他　

託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
６

消
費
者
講
座

　
「
牛
乳
を
つ
か
っ
た

　
　

簡
単
バ
ラ
ン
ス
食
」
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
グ
ル
ー

プ
ひ
ま
わ
り
」
に
よ
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
13
日
か
ら
12
月
4

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
午
後
１
時
～

4
時
（
全
4
回
）

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

20
人

▼
内
容　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
講
義
お
よ
び
演
習
（
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
）

▼
講
師　

渡
邉
純
子
氏
（
傾
聴
ハ

ピ
ネ
ス
代
表
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
資
料
代
）

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン　

　

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎ 

（
73
）
０
０
７
３

〈
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
〉

　

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
自
分

の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運
動
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

い
な
い
人　

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

▼
実
施
期
間　

来
年
3
月
ま
で

▼
内
容　

健
康
度
測
定
（
基
礎
代

謝
量
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
体

水
分
量
、
肥
満
度
、
骨
量
な
ど
）、

各
種
マ
シ
ー
ン
を
用
い
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
週
2
日
、
3
カ

月
間
の
コ
ー
ス
で
す

▼
実
施
施
設　

Ａ
Ｔ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
、
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
Ｂ-

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
た
め
の
健
康
教
室

塩

▼
参
加
費　

５
６
３
８
円
（
３
カ

月
間
）

※
１
カ
月
あ
た
り
約
１
８
８
０
円

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
１
万
８
７
９
２
円
の
３

割
負
担
で
す
。
残
り
の
７
割
は
国

民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
26
日
㈮

〈
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
〉

　

被
保
険
者
の
健
康
増
進
の
た

め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
18
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

い
な
い
人

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
医
師
の
診

断
書
が
必
要
で
す
。

▼
実
施
期
間　

12
月
～
来
年
2
月

▼
内
容　

水
中
体
操
、水
中
歩
行
、

泳
ぎ
の
基
礎
な
ど
、
週
２
日
、
３

カ
月
間
の
教
室
で
す

▼
実
施
施
設
・
時
間
・
定
員

○
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
上
厚
崎
）

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
２
３
１

午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分（
日
・

月
曜
を
除
く
２
日
）
…
定
員
20
人

○
フ
ァ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
西
大
和
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
４
１
９

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分（
水
・

土
・
日
曜
を
除
く
２
日
）
…
定
員

10
人

○
塩
原
あ
か
つ
き
の
湯
（
関
谷
）

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
７
１
１

午
後
1
時
～
2
時
（
月
曜
～
金
曜

の
う
ち
2
日
）
…
定
員
15
人

▼
参
加
費　

６
３
１
８
円
（
３
カ

月
間
）

※
１
カ
月
あ
た
り
２
１
０
６
円
で

利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
２
万
１
０
６
０
円
の
３

割
で
す
。
残
り
の
７
割
は
国
民
健

康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

10
月
27
日
㈪
～
11

月
10
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

〈
共
通
事
項
〉

▼
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
次
の
窓
口

で
申
し
込
み

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
の
希
望

者
は
、
実
施
施
設
と
日
程
調
整
の

う
え
、
事
前
に
体
験
教
室
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

パ
ソ
コ
ン
講
習

若
者
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

収
入
を
伴
う
仕
事
、
家
事
、
通

学
な
ど
を
し
て
い
な
い
若
者
（
若

年
無
業
者
）
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

と
就
職
支
援
を
目
的
に
、
パ
ソ
コ

ン
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
27
日
か
ら
12
月
4

日
ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
午
前
9

時
30
分
～
正
午
（
全
10
回
）

※
11
月
3
日
・
24
日
は
除
く
。

▼
と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ

ア
コ
ー
チ
内
研
修
室
１
０
１
（
一

区
町
１
０
５
‐
89
）

▼
対
象　

那
須
塩
原
市
、
大
田
原

市
、
那
須
町
に
在
住
の
15
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
若
年
無
業
者

▼
定
員　

10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎

▼
参
加
費　

千
円
（
全
10
回
分
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
）

　
　
　
　
　

☎
（
47
）
５
２
０
０



平成26年10月5日号

くらしの情報

16

　
「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見
！

と
ち
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
大
集
合
！
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
庁
（
宇
都
宮
市
塙

田
1
‐
1
‐
20
）

▼
内
容　

各
市
町
自
慢
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
展
示
・
試
食
・
販
売
、

地
域
の
こ
だ
わ
り
の
そ
ば
・
か
ま

ど
炊
き
ご
飯
の
提
供
、
６
次
産
業

化
成
果
品
の
展
示
・
販
売
、
食
育

に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど

▼
駐
車
場　

県
庁
駐
車
場
の
ほ

か
、
県
河
内
庁
舎
が
利
用
で
き
ま

す（
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
“
食
と
農
”
ふ
れ
あ
い

　

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
県
農
村

　

振
興
課
内
）

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
３
３
３

J
R
宇
都
宮
駅

県庁

河内庁舎

競輪場通り

ホテル
東日本宇都宮

済
生
会
宇
都
宮
病
院

と
ち
ぎ
“
食
と
農
”
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
４

　

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

企
業
な
ど
、
市
内
で
活
動
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
テ
ー
マ

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
と
も

に
皆
さ
ん
の
力
で
ま
ち
づ
く
り
の

「
ア
イ
デ
ア
」
を
生
み
出
し
、
実

践
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
9
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時

▼
場
所　

西
那
須
野
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
対
象　

市
内
で
地
域
活
動
・
市

民
活
動
を
し
て
い
る
人
ま
た
は
こ

れ
か
ら
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人

▼
定
員　

50
人
程
度

▼
内
容　

５
・
６
人
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
テ
ー
マ　
「
み
ん
な
の
力
で
ま

ち
づ
く
り
～
今
日
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
～
」

①
教
育
・
子
ど
も
、
②
福
祉
、
③

環
境
、
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

10
月
24
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
１

地
域
活
動
・
市
民
活
動

　
　
　

交
流
会
２
０
１
４

　

福
祉
分
野
に
就
職
を
希
望
す
る

人
や
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
求
人
事
業
所
の
採

用
担
当
者
と
の
面
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

10
月
16
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時
30
分

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
福
祉
施
設
、
事
業
所
の
採
用
担

当
者
と
の
面
談

※
仕
事
内
容
や
採
用
条
件
を
聞
く

た
め
の
面
談
で
、
採
用
面
接
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に

よ
る
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

当
日
は
会
場
を
自
由

に
出
入
り
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
（
６
４
３
）
５
６
２
２

　

男
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
農
業

に
興
味
の
あ
る
独
身
女
性
の
皆
さ

ん
、
那
須
高
原
農
コ
ン
に
参
加
し

て
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ

ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
も
１
人
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
2
日
㈰
午
前
9
時

30
分
～

▼
内
容　

農
作
物
の
収
穫
体
験
、

ピ
ザ
・
ジ
ェ
ラ
ー
ト
作
り

▼
対
象　

18
歳
以
上
の
独
身
の
男

性
・
女
性

※
男
性
は
市
内
在
住
の
農
業
者
の

み
。

▼
定
員　

男
女
各
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

男
性
３
千
円
、
女
性

千
円
（
昼
食
代
、保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

10
月
27
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
農
務
畜
産
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
７

福
祉
の
お
仕
事

　
　
　
　

ミ
ニ
面
談
会

那
須
高
原
農
コ
ン
で

　

す
て
き
な
出
会
い
を

　
　
　

見
つ
け
ま
せ
ん
か

  
催
し

男女仲良くおいしいピザを焼
きました（昨年のピザ作り）

平
成
26
年
分
年
末
調
整
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

大
田
原
税
務
署
で
は
、
法
人
や

事
業
主
な
ど
を
対
象
と
し
た
年
末

調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
説
明
会
に
は
、
事
前
に
郵
送
さ

れ
る
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
な

ど
の
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

〇
年
末
調
整
関
係
用
紙
や
法
定
調

書
の
用
紙
が
不
足
す
る
場
合
に
は

説
明
会
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

開催日 開催時間 開催場所 対象地区

11 月 5 日㈬

午後 1 時 30 分～
3 時 30 分

 那須町文化センター
 小ホール （那須町大字 
 寺子乙 2567－10）

那須町

11 月 14 日㈮  黒磯文化会館
 小ホール 那須塩原市

11 月 19 日㈬
 大田原市総合文化会館
 ホール（大田原市本町
 1 － 3 － 3） 

大田原市

※対象地区以外の会場でも参加できます。
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

第
10
回

市
シ
ル
バ
ー
作
品
文
化
祭

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

　
　
　
　

巡
回
就
職
相
談

～
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
～

き
た
と
ち
ぎ
高
校
新
卒
者

合
同
就
職
面
接
会

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
趣
味
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

作
品
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
も
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
出
品
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

11
月
22
日
㈯
～
23
日
㈷

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

▼
出
品
資
格　

市
内
在
住
で
、
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
募
集
品
目　

書
、
絵
画
、
彫
刻
、

手
芸
品
、
盆
栽
、
工
芸
品
、
そ
の

他
（
一
人
３
点
以
内
）

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　

 　
　

☎
（
37
） 

５
１
２
２

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
磯
支
所

　
　

 　
　
　

☎
（
63
） 

３
８
６
８

　

社
会
福
祉
協
議
会
塩
原
支
所

　
　
　
　
　

 

☎
（
32
） 

５
２
１
６

　

失
業
や
収
入
の
減
少
な
ど
に

よ
っ
て
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に

対
す
る
巡
回
就
職
相
談
を
開
催
し

ま
す
。

　

就
職
の
相
談
と
合
わ
せ
て
生
活

相
談
や
他
の
施
策
に
よ
る
支
援
の

相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
就
職

促
進
を
図
る
た
め
、
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

面
接
会
へ
の
参
加
と
高
卒
求
人

票
の
提
出
に
つ
い
て
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
28
日
㈫
午
後
1
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
リ
ゾ
ー
ト
（
大
田
原
市
本
町
1

‐
２
７
１
４
）

▼
内
容　

平
成
27
年
3
月
に
高
等

学
校
卒
業
予
定
の
人
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会

▼
申
込
期
限　

10
月
17
日
㈮

※
出
席
の
連
絡
と
高
卒
求
人
票
の

提
出
期
限
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
２
６
８

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
１
４
４

▼
と
き　

11
月
2
日
㈰
午
前
10
時

～▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象　

成
人
の
県
民
３
人
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

▼
定
員　

20
チ
ー
ム

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
５
０
０

円▼
申
し
込
み　

　

県
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
協
会

☎
０
２
６
（
６
６
２
）
１
２
２
１

▼
申
込
期
限　

10
月
24
日
㈮

▼
そ
の
他　

当
日
は
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
午
前

10
時
30
分
～
午
後
2
時
）
も
併
設

し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）

※
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
と
ち
ま
る

く
ん
も
参
加
し
ま
す
。（
滞
在
時

間
は
午
前
11
時
頃
か
ら
約
1
時
間

の
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

　
（
菊
地
）

☎
０
９
０（
３
４
７
４
）１
６
５
９

と
ち
ま
る
フ
ェ
ス
タ

「
２
０
１
４
栃
木
県
民

　
　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
」

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め

の
成
年
後
見
相
談
会

　

高
齢
者
・
障
害
者
の
財
産
管
理

や
身
上
監
護
な
ど
、
成
年
後
見
に

関
す
る
こ
と
を
司
法
書
士
に
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

さまざまな作品が展示されました
（昨年の文化祭）

▼
と
き　

毎
月
第
3
水
曜
午
前
10

時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

本
社
会
福
祉
課
相
談

室▼
内
容　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
お
よ
び
生
活
保
護

自
立
支
援
員
に
よ
る
就
職
・
生
活

相
談

▼
そ
の
他　

予
約
優
先
で
す
が
、

当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
６

〈
共
通
事
項
〉

▼
と
き　

11
月
15
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
3
時

※
申
し
込
み
不
要
。

〈
宇
都
宮
会
場
〉

▼
と
こ
ろ　

県
司
法
書
士
会
館

（
宇
都
宮
市
幸
町
1
‐
4
）

▼
相
談
方
法　

面
談
、
電
話

▼
相
談
先
電
話
番
号

☎
０
２
８
（
６
３
２
）
９
４
２
０

〈
足
利
会
場
〉

▼
と
こ
ろ　

足
利
商
工
会
議
所
3

階
（
足
利
市
通
3
‐
２
７
５
７
）

▼
相
談
方
法　

面
談
の
み

〈
小
山
会
場
〉

▼
と
こ
ろ　

小
山
商
工
会
議
所
3

階
（
小
山
市
城
東
1
‐
6
‐
36
）

▼
相
談
方
法　

面
談
の
み

▼
問
い
合
わ
せ

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支

　

部
☎
０
２
８
（
６
３
２
）
９
４
２
０

火　災 救　急
建物 0 件 交通事故  　44 件

林野 1 件 急病   241 件

その他 0 件 その他     66 件
26 年の

累計 65 件 26 年の
累計   2,951 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 8 月の火災と救急
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森
もり

アサノさん
　　　～プロフィール～
道の駅「明治の森・黒磯」の産
直や農村生活研究グループの立
ち上げに寄与し、平成 11 年度
に栃木県女性農業士に認定。市
内在住の農業士・女性農業士で
組織する那須塩原市栃木県農業
士会に所属し、本年度からは会
長を務めている。

№6

　

農
業
士
・
女
性
農
業
士
と
は
、
農
業
者

の
育
成
、
農
業
者
の
男
女
共
同
参
画
や
農

村
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
進
め
る
た
め

に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
県
か
ら
認

定
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。
市
内
在
住
の
農

業
士
・
女
性
農
業
士
は
15
人
い
て
、
農
業

関
係
機
関
と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
何
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し

た
が
、
女
性
農
業
士
と
し
て
活
動
し
て
み

る
と
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
た
ち

と
出
会
い
、
経
営
に
関
す
る
多
く
の
知
識

や
情
報
を
得
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
の
よ
う
な
普
段
は
体
験
で
き
な
い
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
出
会
い
や
経
験
が
、
私
の
宝
で
も
あ
り

ま
す
。

　

現
在
は
、
女
性
農
業
士
と
し
て
学
ん
だ

経
験
を
基
に
、道
の
駅
「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

に
あ
る
青
木
ふ
る
さ
と
物
産
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、「
や
る
か
ら
に
は
楽
し
く

や
る
」
こ
と
を
い
つ
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
月
行
わ
れ
る
畜
産
フ
ェ
ア
に
も
参
加
す

る
の
で
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、

市
内
の
農
家
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
後
継
者
の
育
成
や
農
業
へ
の

女
性
の
参
画
を
促
す
こ
と
も
、
応
援
し
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
が
で
き
る
の
も
、

家
族
の
理
解
や
仲
間
か
ら
の
励
ま
し
が
あ

り
、
地
域
の
人
た
ち
に
見
守
っ
て
も
ら
え

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
本
農
務
畜
産
課

　
☎
0
2
8
7（
62
）７
１
４
７

　

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
。
そ
れ
を
支
え
、
発
展
さ
せ
て
い
く
中
核
者
と
し

て
、
市
内
に
は
、
農
業
士
・
女
性
農
業
士
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
女
性
農
業
士
と
し
て
活
動

し
な
が
ら
、那
須
塩
原
市
栃
木
県
農
業
士
会
の
会
長
も
務
め
る
森
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人 ～輝き続ける元気な人たち～

↑農業経営においては、農産物の加工部門を担う森さん。おこ
わなどの加工品や野菜を出荷しています

↑小学校を訪れ、バター作りなどを教える活動も行っています


